
中山間地域等直接支払制度の実施状況

項　　目 内　　　　　　　　容

お問い合せ先 鏡野町産業観光課　担当：村上　電話（０８６８）５４－２９８７

　中山間地域等直接支払制度とは、中山間地域等の農業生産条件が不利な地域における農地の耕
作放棄の防止など、将来に向けて農業生産活動等を継続する前向きな取り組みを行うことを目的
とし、５年以上耕作を続けることを約束した耕作者の方々の同意による集落協定を町と結ぶこと
により交付金が交付される制度です。
　当制度の方針に基づき、平成30年度の実施状況を公表します。

　対象となる農地は、鏡野町の中山間地域等直接支払基本方針に基づき、農振
農用地区域内の一団の急傾斜農地（傾斜率1/20m以上の田）及び緩傾斜農地
（傾斜率1/100m以上1/20m未満の田）。
　将来に向けた集落マスタープランを作成し、適切な農用地管理及び関連する
水路、農道等の適正管理を実施する。基本的に助成金の2分の1以上は、面積に応
じた個人配分として使用する。

＊鏡 野 地 域（24集落協定/協定面積144.8ha/交付額29,329,154円）
＊奥 津 地 域（34集落協定/協定面積226.8ha/交付額33,729,013円）
＊上齋原地域（18集落協定/協定面積 93.6ha/交付額11,879,449円）
＊富　地　域（29集落協定/協定面積106.3ha/交付額13,310,631円）

集落協定の概要
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